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おにぎりで和食を知る

一般社団法人おにぎり協会代表理事。㈱エヌプラス代表取締
役。同社のデジタルマーケティングのノウハウを生かしなが
ら、国内外におにぎりの魅力を発信し普及させる活動をして
いる。今年５月、「ミラノ国際博覧会」（イタリア）に出展。「お
にぎり 浅草 宿六」３代目当主・三浦洋介さんとともに、鶴
岡ふうど駅スポの講師として来鶴。神奈川県出身。
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　日本人なら誰でも食べたことがあるおにぎり。し
かし、寿司（すし）のように世界的には知られてい
ません。おにぎり協会では、特に海外へ向けておに
ぎりのすばらしさを広めようと活動しています。
　同協会では、おにぎりを「和食のルーツ」と定義
しています。おにぎりは日本人が初めて作ったとい
える料理です。発見されたおにぎりの化石が弥生時
代のものだったように、古くから作られていました。
また、誰でも簡単に作れること、各地域や各家庭に
伝わるおにぎりがあることから、「日本の『ファスト
フード』であり『スローフード』であり『ソウルフー
ド』である」とも定義しています。おにぎりは、日
本人にとって当たり前のものですが、その背景には
地域の文化、家族の思い出があります。また、親が
子へ愛情を伝えるコミュニケーションツールでもあ

る。和食の精神的な部分を知
る上でも重要な存在なんです。
　ミラノ国際博覧会では、海

外の方におにぎり作りを体験してもらいました。手
で握ることに違和感があるかなと思っていましたが、
寿司の普及のおかげで全く抵抗がなくて。手にたく
さんのご飯粒を付けながらも、楽しんでくれました。
私たちは、おにぎりのような家庭で食べる料理、つ
まり内食を体験してもらうことで、本当の意味での
和食への理解につながると考えています。ですから、

「こんなに手軽に作れる和食だったら家でも作りた
い」という声を頂いたときはうれしかったですね。
 「おにぎりがここまで奥深いとは知らなかった」。
おにぎりの価値を再発見してもらおうとイベントを
開催すると、多くの方からこのような感想を頂きま
す。相手に何かを伝えるとき、私たちが大切にして
いるのは「どうしたら喜んでもらえるか」という視
点です。伝え方一つで相手の認識を変えられる。こ
れは、ほかの和食にも共通することだと思います。
この視点を大切にすることで、和食全体がもっと世
界に広がっていくのではないかなと思っています。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316
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